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一般社団法人日本高齢者虐待防止学会 学会アーカイブズ利用規約 

 

第 1 章 総則 

 

第 1条（規約の適用） 

１．この規約は、一般社団法人日本高齢者虐待防止学会（以下「当学会」という）がインタ

ーネット上で運営するアーカイブズにより提供するサービスを、第 5条所定の利用者（以

下「利用者」という）の利用についての一切に適用されます。 

２．本サービスの利用申込者および利用者は、当学会が利用を承認した時点で、本規約の内

容を承諾しているものとみなされます。 

 

第 2条（利用者への通知） 

１．当学会から利用者への通知は、インターネット上または当学会が適当と判断する方法に

より行います。 

２．前項の通知は、当学会が当該通知を前項の規定で行った時点より効力を発するものとし

ます。 

 

第 3条（規約の変更） 

１．当学会は利用者の了承を得ることなく本規約を変更することがあります。この場合、本

サービスの利用条件は変更後の規約になります。 

２．変更後の規約は、前条の規定により利用者へ通知するものとし、通知日をもって利用者

が同通知の内容に同意したものとみなします。 

 

第 4条（規約の範囲） 

１．当学会が別途個別サービス規定または追加規定を行った場合、当該規定は本規約の一部

を構成します。 

２．本規約と個別サービス規定および追加規定が異なる場合には、個別サービス規定および

追加規定が優先するものとします。 

 

 

第 2章 利用者 

 

第 5条（利用者） 

利用者とは以下のいずれかに該当する者をいいます。 

１．当学会に対し本サービスへの利用を申し込み当学会がこれを承認した者。 

２．当学会が別途定める方法により本サービスの利用を承認した者。 
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第 6 条（反社会的勢力の排除） 

利用者とは以下のいずれかに該当する者をいいます。 

１．利用者は、現在かつ将来にわたり、反社会的勢力（暴力団、暴力団員、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標榜ゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他こ

れらに準ずる者をいいます。）に該当しないこと、また暴力的な要求行為、法的な責任を

超えた不当な要求行為、取引に関して脅迫的な言動をし暴力を用いる行為、風説を流布

し偽計を用いまたは威力を用いて信用を毀損しまたは業務を妨害する行為、その他これ

らに準ずる行為を行わないことを、将来にわたって表明するものとします。 

２．利用者等が前項の定めに違反したと当学会が判断した場合、当学会は本サービスの提供

を終了することができるものとします。 

 

第 7条（利用の承認と不承認） 

１．当学会は、別途定める方法にて利用申込を受け付け、必要な審査・手続等を経た後に利

用を承認します。 

２．当学会は、利用申込者が以下のいずれかに該当する場合、その者の利用を承認しないこ

とがあります。 

(1)利用申込者が実在しない場合。 

(2)利用申込者が既に利用者になっている場合。 

(3)利用申込者が過去に本規約の違反を行っている場合。 

(4)利用申込の際の申告事項に、虚偽の記載、誤記入または記入漏れがあった場合。 

(5)利用申込者が未成年者、成年被後見人、被保佐人または被補助人のいずれかであり、

入会申込の手続が有効に行われていなかった場合。 

(6)その他利用申込者を当学会が不適当と認めた場合。 

３．前項により当学会が利用の不承認を決定するまでの間に当該利用申込者が本サービス

を利用したことにより発生する利用料は、当該利用申込者の負担とし当該利用申込者

は当該債務を履行するものとします。 

 

第 8条（変更の届出） 

１．利用者は、当学会への届出内容に変更があった場合、速やかに当学会所定の方法で変更

の届出をするものとします。 

２．前項の届出がなかったことにより利用者が不利益を被った場合、当学会は一切その責任

を負いません。 

３．利用者の氏名に関しては、婚姻による姓の変更等（法人の場合は法人名の変更等）当学

会が認めた場合を除いて原則的に変更できないものとします。 

 

第 3章 サービスと利用料 
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第 9条（提供サービス） 

当学会は、利用者に対しインターネットまたはその他の手段を通じてコンテンツ（オンデマ

ンドビデオ）およびそれに付帯するサービスを提供します。 

 

第 10条（サービスの利用料金） 

１．利用者は、本サービスを利用するにあたり当学会が別途定める本サービスの利用料金を

当学会が別途定める期日までに支払うものとします。その支払方法は当学会が承認する

支払方法によるものとします。 

２．当学会は利用者より支払われた料金を、いかなる事由によっても返還しないものとしま

す。 

 

第 11 条（IDおよびパスワードの発行と契約） 

１．当学会は、利用申込者の利用を承認した場合、利用者に対し IDおよびパスワードを発

行します。 

２．ID およびパスワードの発行日をもって、当学会と利用者間の本サービスに係わる契約

（以下「本契約」という）は有効に成立したものとします。 

 

第 12 条（サービス利用の許諾） 

１．当学会は、利用者に対する IDおよびパスワードの発行をもって本サービスの利用を当

該利用者に対し、別途定められた利用期間において許諾するものとし、当該利用者は本

サービスを本規約に定める条件に従って指定された利用期間に限り利用することができ

るものとします。 

２．当学会は、利用者に対する IDおよびパスワードの発行、利用期間の通知ならびに本サ

ービスの利用許諾を E メールまたは当学会が適当と判断する方法により通知します。 

 

第 13 条（サービスの利用中止） 

利用者は、当学会所定の届け出方法により、いつでも本サービスの視聴を中止することがで

きるものとします。ただし、その場合でも、第 10条第 2項の規定が適用されるものとしま

す。 

 

第 14 条（サービスの利用終了） 

当学会は、利用者に対し通知した利用期間を経過した時点で、当該利用者に対するサービス

を終了するものとします。 

 

第 15 条（IDおよびパスワードの利用停止） 

１．当学会は、利用申込の承認後であっても当学会が承認した利用者が本規約の規定に違反



 4 

した場合、当該利用者に対する通知をもって利用申込の承諾を取り消し、発行済の IDお

よびパスワードの利用を停止することができます。 

２．当学会は、前項の措置を取ったことにより当該利用者が本サービスを利用できず、これ

により損害が発生したとしてもいかなる責任も負わないものとします。 

 

第 16 条（アンケート調査等） 

本サービスの利用者に対してアンケート調査等を行うことがあります。調査結果について

は第 36 条を適用します。 

 

 

第 4章 利用者の義務 

 

第 17 条（IDおよびパスワードの管理責任） 

１．利用者は、自己の IDおよびパスワードの使用および管理について一切の責任を負うも

のとします。 

２．当学会は、利用者の IDおよびパスワードが第三者に使用されたことによって当該利用

者が被る損害について、当該利用者の故意過失の有無にかかわらず一切責任を負いませ

ん。 

３．利用者は、自己の設定したパスワードを失念した場合、または IDおよびパスワードが

盗まれたり、第三者に使用されたりしていることを知った場合には、直ちに当学会に申

し出るものとし当学会の指示に従うものとします。 

４．当該 IDおよびパスワードによりなされた本サービスの利用は、当該利用者によりなさ

れたものとみなします。 

 

第 18条（設備等） 

１．利用者は、本サービスを利用するために必要な通信機器、ソフトウェア、その他これら

に付随して必要となる全ての設備を準備し、本サービスが利用可能な状態に置くものと

します。 

２．利用者は、自己の費用と責任において、インターネットにより本サービスに接続するも

のとします。 

３．資料などのダウンロードについては利用者の責任で実施するものとし、その結果生じる

損害については利用者負担とします。 

 

第 19条（自己責任の原則） 

１．利用者は、自己の IDおよびパスワードにより本サービスを利用してなされた一切の行

為およびその結果について当該行為を自己がしたか否かを問わず責任を負います。 
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２．利用者は、本サービスの利用に伴い第三者からの問合せ、クレーム等が通知された場合

は自己の責任と費用負担をもって処理解決するものとします。 

３．利用者は、第三者の行為に対する要望、疑問もしくはクレームがある場合は、当該第三

者に対し直接その旨を通知するものとし、その結果については自己の責任と費用負担を

もって処理解決するものとし、当学会に一切の負担を負わせないものとします。 

４．利用者は、本サービスの利用により当学会または第三者に対して損害を与えた場合、自

己の責任と費用負担をもって損害を賠償するものとします。 

５．本条第 1項から第 4項にかかわらず、当該結果、クレーム、損害等が当学会に起因する

ものである場合、この限りではありません。 

 

第 20条（その他の禁止事項） 

利用者は、本サービス上で以下の行為を行わないものとします。 

 

１．IDおよびパスワードを不正に使用する行為。 

２．本サービスを通じて、または本サービスに関連してコンピュータウィルス等の有害なプ

ログラムを使用もしくは提供する行為。 

３．コンテンツの全部または一部の修正およびコンテンツを基にした派生的制作物を作成

する行為。 

４．当学会の知的財産権を侵害する行為、または侵害するおそれのある行為。 

５．本サービスを通じて入手したデータ、情報、文章、ソフトウェア等に関し、著作権法で

認められた私的利用の範囲を超え複製、販売、出版等を行う行為。 

６．第三者の財産、プライバシーもしくは肖像権を侵害する行為、または侵害するおそれの

ある行為。 

７．第三者を差別もしくは誹謗中傷しまたは第三者の名誉もしくは信用を毀損する行為。 

８．犯罪的行為または犯罪的行為に結び付く行為、もしくはそのおそれのある行為。 

９．性風俗、宗教、政治に関する活動。 

10.上記各号の他、法令、本規約もしくは公序良俗に違反（売春、暴力、残虐等）する行為、

本サービスの運営を妨害する行為、当学会の信用を毀損、もしくは財産を侵害する行為、

または当学会に不利益を与える行為。 

11.上記各号のいずれかに該当する行為を助長する行為。 

12.その他、当学会が不適切と認める行為。 

 

第 21 条（損害賠償） 

利用者は、本規約および法令の定めに違反したことにより当学会を含む第三者に損害を及

ぼした場合、当該損害を賠償する責任を負うものとし当学会を含む第三者を免責しなけれ

ばならないものとします。 
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第 5章 サービスの条件、内容変更、中断および中止 

 

第 22 条（サービス条件） 

１．当学会は、本サービスの運営に関し本サービスの利用を監視し、必要と認める場合、自

己の裁量において本サービスへのアクセスを制限することができます。 

２．当学会は、本サービス上の掲示板等において当学会が不適切と認める書込み等を自己の

裁量において削除することができるものとします。 

 

第 23 条（サービス内容等の変更） 

当学会は、利用者への事前の通知なくして本サービスの内容、名称を変更することがありま

す。 

 

第 24 条（サービスの一時的な中断） 

当学会は、以下のいずれかの事由が生じた場合には、利用者に事前に通知することなく一時

的に本サービスを中断することがあります。 

１．本サービス用設備等の保守を定期的または緊急に行う場合。 

２．火災、停電等により本サービスの提供ができなくなった場合。 

３．地震、噴火、洪水、津波等の天災により本サービスの提供ができなくなった場合。 

４．戦争、動乱、暴動、騒乱、労働争議等により本サービスの提供ができなくなった場合。 

５．その他、運用上または技術上当学会が本サービスの一時的な中断が必要と判断した場合。 

 

第 25 条（サービス提供の中止） 

１．当学会は、事前通知をした上で本サービスの全部または一部の提供を中止することがあ

ります。ただし、事前通知について緊急やむを得ない場合はこの限りではありません。 

２．当学会は、前条又は前項により本サービスの提供の中断または中止等が発生したとして

も、これに起因する利用者または第三者が被った損害について一切責任を負わないもの

とします。 

 

第 26 条（損害賠償） 

当学会は、当学会の責に帰すべき事由により、この規約に基づく債務を履行しなかった場合、

当該不履行により利用者に現実に発生した損害につき、当該損害の直接の原因となった本

サービスの利用料金相当額を限度として、賠償責任を負うものとします。ただし、当学会の

責に帰すことができない事由から生じた損害、当学会の予見の有無を問わず特別の事情か

ら生じた損害、逸失利益については、当学会は賠償責任を負わないものとします。 

 

第 27 条（免責） 
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当学会は、前条に定める場合を除き、利用者が本サービスの利用に関して被った損害につい

ては、債務不履行責任、不法行為責任、その他の法律上の責任を問わず賠償の責任を負わな

いものとします。 

 

 

第 6章 個人情報の保護 

 

第 28条（個人情報の定義） 

この利用規約において個人情報とは、個人利用者が本サービスの利用申込時もしくは個々

のコースの受講申込時に当学会に届け出た利用者の氏名、メールアドレス、住所、クレジッ

トカード番号等の情報のうち「個人情報の保護に関する法律」第 2 条第 1 項に定めるもの

をいいます。 

 

第 29条（個人情報の利用目的） 

当学会は、個人情報につき、本サービスの円滑な提供、利用者の管理、利用料金の請求なら

びにサービスの向上を目的とした調査、検討、企画等の目的のためにのみ利用するものとし、

その他の目的には一切使用しないものとします。 

 

第 30条（ダイレクトメール） 

当学会は、前条におけるサービスの向上を目的とした調査、検討、企画などの一環として、

利用者に対するセミナーや学術大会、新企画の案内等のダイレクトメールに個人情報を利

用する場合があるものとします。ここでいうダイレクトメールとは、郵便、Fax、電子メー

ルまたはその他の方法により特定個人に対し発信する媒体をいいます。ただし、利用者から

ダイレクトメールの受信を拒否する旨の通知があった場合は、合理的な範囲内ですみやか

に、これに応じるものとします。 

 

第 31 条（第三者への開示） 

１．当学会は、個人情報を第三者に開示、提供しないものとします。 

２．前項にかかわらず、当学会は、以下の各号に定める事由のいずれかに該当する場合、個

人情報を開示、提供することができるものとします。 

(1)事前に利用者から同意を得た場合 

(2)法令に基づき開示を求められた場合 

(3)本サービスの一環として、Q&A対応、システム運用等の作業の一部を委託する第三者

（以下「委託先」という）に対して本章に定めるのと同等の義務を当該委託先に課した

うえで、当該委託先に対し個人情報を開示する場合 

(4)生命、身体または財産の保護のために必要があると当学会が判断した場合 
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(5)債権譲渡のために必要と認めた場合に、必要な範囲で債権の譲渡先である債権管理回

収業者に開示、提供する場合 

(6)利用者による本サービスの利用に係わる債権・債務の特定、支払および回収に必要と

当学会が判断し、必要な範囲でクレジット会社等の金融機関または取引先等に個人情報

を開示する場合 

(7)国の機関もしくは地方公共団体またはその委託を受けた者が法令の定める事務を遂

行することに対して協力する必要がある場合であって、利用者の同意を得ることにより

当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがある場合 

(8)公衆衛生の向上または児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であっ

て、本人の同意を得ることが困難である場合 

 

第 32 条（個人情報を提供しない場合） 

利用者が当学会に対し、本サービスの提供に関して当学会が要求した個人情報を提供しな

かった場合、当該利用者は本サービスの一部または全部を利用できない場合があります。 

 

第 33 条（個人情報の開示・訂正・削除） 

個人情報に関する利用目的の通知、開示、訂正・追加・削除、利用停止手続きは、学会事務

センターまでご連絡ください。 

 

第 34 条（その他） 

前条までの定めにない個人情報の取扱いについては、当学会のプライバシーポリシーに準

じるものとします。 

 

 

第 7章 その他雑則 

 

第 35 条（知的財産権） 

１．本サービスを提供するためのシステム及び本サービスにおいて当学会が利用者に提供

する一切の著作物に関する著作権（著作権法第 27 条及び第 28条の権利を含みます）及

び著作者人格権並びにそれに含まれるノウハウ等の知的財産権は、当学会又はその供給

者に帰属します。 

２．利用者は、前項に定める著作物等を、以下の通り取り扱うものとします。 

(1)本規約に従って本サービスを利用するためにのみ使用すること。 

(2)複製、改変、頒布等を行わず、またリバースエンジニアリング、逆コンパイル又は逆

アセンブルを行わないこと。 

(3)営利目的の有無にかかわらず、第三者に貸与、譲渡、担保設定等しないこと。 
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(4)当学会又はその供給者が表示した著作権・商標等を削除又は変更しないこと。 

 

第 36 条（アンケート調査結果の利用） 

当学会は、本サービスの提供過程で利用者に実施したアンケート調査結果の内容などにつ

き、本サービスのホームページなどの広報で自由に利用できるものとします。利用にあたっ

ては、第 31 条を適用します。 

 

第 37 条（権利義務譲渡の禁止） 

利用者は、利用者として有する権利又は義務の一部又は全部を第三者に譲渡、売買、名義変

更、質権の設定その他の担保に供する等の行為はできないものとします。 

 

第 38条（協議） 

本サービスに関連して利用者と当学会との間で紛争が生じた場合には、当該当事者がとも

に誠意をもって協議するものとします。 

 

第 39条（専属的合意管轄裁判所） 

利用者と当学会の間で訴訟の必要が生じた場合、埼玉地方裁判所を利用者と当学会の第一

審の専属的合意管轄裁判所とします。 

 

第 40条（準拠法） 

本規約に関する準拠法は、日本法とします。 

 

附則 

この規約は 2024年 10月 1 日より施行します。 

以上 


